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１．はじめに 

今時の子どもにとって生まれたときからあるイン

ターネットは当たり前の存在である。１９９９年登

場したｉ－モードケータイも同様である。しかし、

大人である学校教員、保護者ともインターネット・

ケータイについては、経験に裏づけられた自信があ

るわけではない。インターネット・ケータイを使っ

た事件や犯罪がある度にセンセーショルに繰り返し

報道されることが不安に一層拍車をかける。 

ＩＣＴの功罪が問われる中、子どものインターネ

ット・ケータイ利用に対する教育が必要であること

に異論はない。しかし、「だからインターネット・ケ

ータイがいけない」と、かんたんに道具のせいにし

てしまう一部の論調は短絡的である。 

子ども達に対しては発達段階に応じた交通安全教

育のような情報安全教育が必要であるとともに、保

護者や学校関係者に対する啓蒙活動も必要と考える。 

 今回、２００４年８月神戸大学で開催されたＰＣ

カンファレンスのイブニングトークにおける「家庭

でのインターネット利用」以後の実践を中心に、そ

の概要等について報告する。 

 

２．問題の所在 

小学生のインターネット利用に関する調査１）から

は、インターネットをはじめる年齢の低下、ネット

に関する知識も子ども上位の傾向にあること。別の

調査２）からは、小中学生の約２割がネットでメー

ル・チャット・掲示板を利用しているが、親の４人

に１人がその実態を知らない、ネット利用の内容に

ついて親子で話すことがないという実態が浮かび上

がった。これらの調査からは、子どもがパソコンを

使える環境が家庭にあるが、親が子どもの使い方を

把握していないという現状が垣間見える。 

一方、学校現場では、情報モラルに関する指導の

必要性を感じてはいるが、コンピュータの使い方と

いったマナー指導の段階に留まっていると推測され

る。対策的な対応だけではなく、学校教育全体の中

での取組として位置づけていくことがポイントにな

る。児童生徒への指導の前提として教師への研修が

必要なことは言うまでもない。 

 

３．小樽市教育委員会との連携 

平成１７年度北海道教育大学地域貢献推進経費に

より、小樽市教育委員会と連携した「保護者が子ど

もと一緒に考えるための情報モラル・ネチケット」

事業を行った。本プロジェクトの特徴は３つある。 

一つは保護者を対象とした啓発事業であること、

二つは全市を対象とし、大学と市教育委員会が連携

した事業であることである。三つはＩＣＴの技術的

な面を追体験するのではなく、このことをきっかけ

に、家庭における親と子のコミュニケーションをよ

り充実させてほしいという点を基本的なコンセプト

としたことである。 

（１）パンフレット 

Ａ４両面カラー印刷のパンフレット５千部を作成

した。パンフレットの編集は本学大学院「情報基礎

特論」を受講の現職教員らを交え、市教委指導主事

室との共同作業で行った。２００５年４月、小樽市

立中学校１４校を通じて家庭へ配布した。２００６

年４月には、内容を一部加筆した改訂版を同様に配

布した。 

  

図１ 配 布パ ン フ レ ット 
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（２）体験教室 

保護者対象の情報モラル・ネチケット教室を実施

した。２００５年１月小樽市立中学校コンピュータ

教室を会場に、小中学校の保護者約２０名が参加し、

実際にコンピュータを操作し、インターネットを体

験してもらった。２００６年１月にも同様の教室を

開催した。参加者による意見交流を行ったところ、

前述の利用調査と同様、親が子どもの使い方を把握

していないこと、対応に自信がないという現状が明

らかになった。 

なお、本プロジェクトに関連して、２００４年７

月に市民ホールで実施した一般市民対象の市教委主

催の講演会「情報社会での親子のかかわり」には約

１５０人が参加した。 

 

４．公立中学校における安全教室の実施 

 札幌市立中学校で学校図書館開放事業の一環と

して情報安全教室を実施した。２００５年８月、校

長はじめ授業のない先生方も参加する中で、体育館

に集合した２年生４クラスを対象に「ネット・ケー

タイ安全教室」を実施した。１年生５クラスについ

ては、クラスごとに授業として実施した。 

 

図２ 配布資料 

 夏休み期間中は事故が起こりやすく学期明けに顕

在化することが多いから、実施時期は夏休み終了後

の２学期ではなく１学期末までに実施すべきだった

ことが、終了後のアンケートからも読みとれた。 

 
５．教師教育における取り組み 

大学を会場にする現職教員を対象とした学校図書

館司書教諭講習、１０年目経験者研修では、配布テ

キストの一項目に関連サイトを集約したリンク集を

用意している。実際にアクセスしてもらい、事例を

体験してもらうとともに、参加者との意見交流を行

った。リンク集は、２０００年頃から学部の授業用

に開発してきたものをベースに、学生による人気ラ

ンキングを☆印で示したものである。 

 

図３ リンク集 

 

６．おわりに 

 先日、道内のある地域の研究会に出席する機会が

あった。研究交流では、その地域で実際にどのよう

な情報教育が行われているかが報告された。中学校

技術家庭科の技術では「技術とものづくり」に重点

を置く学校が多く、「情報とコンピュータ」は、タイ

ピング練習や、新聞制作といったレベルである。 

 教師自身も情報モラル教育の必要性を認識しては

いるが、情報モラル教育を実施している事例は非常

に少ないことが分かった。 

 だからこそ、教員養成に関係する者として、学校

現場の要望に応え、出前講座のようなものを積極的

に展開すること、１０年目経験者研修など現職教育

を通して、学校現場のニーズに応えることができる

研修コースを開発し適用したいと考えている。 
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